
 

 

 

 

 

 

                

       

１ 日  時  令和３年５月 14日（金）第６校時（13：50～14：35） 

 

２ 場  所  ５年１組 教室 

 

３ 学年・組  ５年１組（男子 18名，女子 17名 計 35名） 

 

４ 単元設定の理由 

（１）単元観 

    本単元は，小学校学習指導要領，第５学年の内容「A 数と計算」「（３）小数の乗法，除法」を受け

て設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    第２学年，第３学年で整数の乗法を，第４学年で，被乗数が小数の場合であっても，乗数が整数であ

る場合の小数の乗法を学習してきた。整数の乗法については，「１つ分の大きさが決まっているとき

に，そのいくつ分かを求める」，「何倍にあたる大きさを求める」などの場合に用いてきた。そこで，

乗数が整数である場合，その意味は加法の繰り返しという累加の意味でとらえることができた。 

    本単元では，これまでの乗数が整数である場合から一歩進めて，乗数が小数である場合でも，乗数が

整数のときと同じように乗法が適用できるという小数の乗法の意味（乗法の意味の拡張）と，その計算

方法を考えていく。乗法の意味を拡張するに当たっては，数量関係を表している文脈が同じ時には，整

数の場合に成り立つ形は，小数の場合にもそのまま使えるようにする。 

「×小数」の計算の仕方（乗数を10倍すると積も10倍することなどの乗法の性質）は，第６学年「分

数のかけ算」でも同様に活用していく。計算法則においても，分数の乗法の時にも同じように学習して

いく。 

 

 

 

 

     

 

ア 知識及び技能 

（ア）乗数や除数が小数である場合の小数の乗法及び除法の意味について理解すること。 

（イ）小数の乗法及び除法の計算ができること。また，余りの大きさについて理解すること。 

（ウ）小数の乗法及び除法についても整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解すること。 

イ 思考力，判断力，表現力 

（ア）乗法及び除法の意味に着目し，乗数や除数が小数である場合までの数の範囲を広げて乗法及び

除法の意味を捉え直すとともに，それらの計算の仕方を考えたり，それらを日常生活に生かし

たりすること。 

三原市立本郷小学校  第５学年 算数科学習指導案 

単元名： サラダづくりの準備をしよう！ 
― 小数のかけ算 ― 

本単元で育成する資質・能力  思考力 



 

第６学年 
分数の倍 
・分数倍の第１用法 
・分数倍の第２用法 
・分数倍の第３用法 

   【指導の系統】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観 

 

 

（３）指導観 

本単元では，「課題の設定」の段階で，家庭科「おいしい楽しい調理の力」でカラフルコンビネーショ

ンサラダを作ることを伝える。自分のグループに必要な材料の分量を計算した後，教師が材料を用意する

際に５年生全員分必要な材料の分量と金額を知りたいと伝え，全員分を用意するのに必要な金額を計算

する必要があることに気付かせる。そこで「サラダづくりの準備をしよう！」という単元のゴールを設定

し，そのために小数のかけ算を学習することの必要性に気付かせ，学習意欲をもたせる。 

「情報の収集」では，２つの数量を２本の数直線図で表し，単元を通して数直線図を使って理解を深め

ていく。数直線に数量の関係を表現することで，乗数の大きさと積の大きさの関係をとらえやすくなる。

整数×小数の計算の仕方を考える学習では，言葉だけの説明ではなく，数直線のどこに当たるのか指し示

しながら説明できるようにしていく。自分の考えを説明することを苦手としている児童が多いので，発表

者の言葉を使って繰り返し説明するなどの活動を取り入れていく。小数×小数の筆算の学習では，これま

での学習と違うところを考えさせ，積の大きさに着目して末尾の０を処理したり０を補ったりして答え

を求めさせる。 

「整理・分析」では，乗数が純小数の場合は，積が被乗数より小さくなることを理解し，答えの見当を

付けられるようにしていく。数直線を用いることで，乗数が１より小さい場合はすべて基準量の左側に積

があることを視覚的にとらえやすくしていく。長方形や直方体の辺の長さが小数の場合の面積や体積や，

整数について成り立つ交換，結合，分配法則は，公式を使うため，小数でも成り立つとおおよそ予想でき

るが，本当に成り立つのかどうか，演繹的に証明する活動を取り入れる。このように，学習したことを振

り返りながら自力で解決していく力も意識してつけていくようにする。 

「実行」では，学習を振り返り，実際に家庭科の調理実習で使う材料の分量や費用を計算させる。材料

の分量はグループの人数分を，費用は学年全体分を提示して考えさせ，家庭科の学習とつなげられるよう

にしたい。 

「振り返り」では，これまでの学習の振り返りの問題に取組ませる。また，学習を通してできるように

なったことや分かったことを交流し，自己の成長や達成感を味わわせ，今後の学習へつなげていく。 

 

 

 

第４学年 
倍の見方 
・整数倍の第１用法 
・整数倍の第２用法 
・整数倍の第３用法 
・倍の意味 
・倍による比較（簡単な割合） 

第６学年 
分数のかけ算 
・分数に整数をかける計算 
・分数を整数でわる計算 
・分数をかける乗法の意味と
計算の仕方 

・計算法則の分数への拡張 
・逆数の意味と求め方 
 

第５学年 
小数のかけ算 
・小数をかける情報の意味と計算の仕方 
・計算法則の小数への拡張 

第５学年 
小数のわり算 
・小数でわる除法の意味と計算の仕方 

第４学年 
小数のかけ算とわり算 
・小数に整数をかける計算 
・小数を整数でわる計算 
・わり進むわり算 
・小数倍の意味（第１用法） 
 

第６学年 
分数のわり算 
・分数でわる除法の意味と計算
の仕方 

 
第５学年 
小数の倍 
・小数倍の第１用法（小数÷小数） 
・小数倍の第２用法 
・小数倍の第３用法 
・小数倍による比較（簡単な割合） 



 

＜本単元で育成しようとする資質・能力とのかかわり＞  

本単元では，乗数が小数の場合の乗法の意味を学習することで，乗法の意味を拡張したり，その計算の仕

方を乗法の性質に着目して考えたりすることを通して，それらを場面や目的に応じて有効に使い分け，適切

に処理できる力を育て，小数のかけ算についての理解を深め，思考力を高めていく。 

 

 

５ 単元の目標 

〇乗数が小数の場合の乗法の意味や，小数の乗法についても整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを

理解するとともに，乗数が小数の場合の乗法の計算ができる。 

○乗法の意味に着目し，乗法の性質を活用して，乗数が小数の場合の乗法の計算の仕方を図や式などを用い

て考え表現することができる。 

○乗数が小数の場合の乗法の意味とらえ直したり，その計算方法について図や式などを用いて考えた過程や

結果を振り返り，多面的にとらえ健闘してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付

き，学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

乗数が小数の場合の乗法の意味

や，小数の乗法についても整数

の場合と同じ関係や法則が成り

立つことを理解するとともに，

乗数が小数の場合の乗法の計算

ができている。 

乗法の意味に着目し，乗法の性

質を活用して，乗数が小数の場

合の乗法の計算の仕方を図や式

などを用いて考え表現すること

ができている。 

 乗数が小数の場合の乗法の意味

とらえ直したり，その計算方法

について図や式などを用いて考

えた過程や結果を振り返り，多

面的にとらえ見当してよりよい

ものを求めて粘り強く考えた

り，数学のよさに気付き，学習

したことを今後の生活や学習に

活用しようとしたりしている。 

 

 

７ 指導と評価の計画（全９時間） 

時

間 

学習活動 評価規準（評価方法） 

☆学習スパイラル 

（６つ）を明記 
知識・理解 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

１ 

・小数をかけることの意

味を図や式を用いて考

え，説明する。 

課題の設定 

情報の収集 

 
 

○「×小数」について，

既習の乗法の意味

（単位量×何個分）

が適用できないこと

に気付き，その意味

を考えて，発表して

いる。（ノート・発

表） 



 

２ 

・整数×小数の計算の仕

方を，数直線を用いて

考え，説明する。 

（本時） 

情報の収集 

整理・分析 

○整数×小数の計算の仕

方を，既習の計算や数

直線を用いて考え，答

えを求めている。（ノ

ート・発表） 

◎整数×小数の計算の仕

方を，小数の構成や乗

法の性質に着目して整

数の計算に帰着して考

えている。（ノート・

発表） 

 

３ 

・小数×小数の計算の仕

方を，乗法の性質を基

に考えることを通し

て，小数×小数の筆算

の仕方を理解する。 

      情報の収集 

○小数×小数の計算の仕

方を，乗法の性質を活

用して考え，答えを求

めている。（発表・ノ

ート） 

◎乗法の性質に着目し

て，小数×小数の計算

の仕方を考え，説明し

ている。（発表・行動

観察） 

 

４ 

・小数×小数の計算の仕

方を，乗法の性質を基

に考えることを通し

て，小数×小数の筆算

の仕方を理解する。 

情報の収集 

整理・分析 

 〇乗法の性質に着目し

て，小数×小数の筆算

の仕方を考え，説明し

ている。（発表・行動

観察） 

 

５ 

・小数×小数の筆算（末

尾の０を処理したり，

０を補ったりする場

合）の仕方を理解し，

答えを求める。 

            情報の収集 

整理・分析 

〇小数×小数の筆算（末

尾の０を処理したり，

０を補ったりする場

合）の仕方を理解し，

答えを求めることがで

きている。（ノート・

発表） 

◎積の大きさに着目し

て，積の末尾の０を処

理することや０を補う

ことを考え，説明して

いる。（発表・行動観

察） 

 

６ 

・純小数をかけると，積

は被乗数より小さくな

ることを理解し，説明

することができる。 

 整理・分析 

 ○乗数が純小数の場合の

被乗数と積の大きさに

ついて，数直線を用い

て考え，説明してい

る。（発表・行動観

察） 

 

７ 

・長方形や直方体の辺の

長さが小数の場合も，

面積や体積の公式を適

用できることを理解

し，説明することがで

きる。 

整理・分析 

〇辺の長さが小数で表さ

れている場合も，面積

や体積の公式を適用で

きることを理解し，説

明している。（行動観

察・ノート） 

◎辺の長さが小数で表さ

れている場合の面積や

や遺跡の公式につい

て，単位に着目して整

数に単位換算して考

え，説明している。

（行動観察・ノート） 

 

８ 

・整数のついて成り立つ

交換，結合，分配法則

は，小数の場合でも成

り立つことを帰納的に

考え，説明することが

できる。 

整理・分析 

 ◎小数の場合でも交換，

結合，分配法則が成り

立つことを，計算法則

の式に小数を代入して

考え，説明している。

（行動観察・ノート） 

〇整数について成り立つ

計算法則について，小

数でも成り立つことを

考え，説明しようとし

ている。（行動観察・

ノート） 

９ 

・これまでの学習を振り

返るとともに，調理実

習に必要な材料の分量

や費用を計算する。 

実行 

振り返り 

〇基本的な問題を解決す

ることができている。

（行動観察・ノート） 

  



 

 

８ 本時の展開 

（１）本時のめあて（目標）  

整数×小数の計算の仕方を，数直線を用いて考え，説明することができる。 

  

（２）観点別評価規準 

   ◎整数×小数の計算の仕方を，小数の構成や乗法の性質に着目して整数の計算に帰着して考えている。 

   ○整数×小数の計算の仕方を，既習の計算や数直線を用いて考え，答えを求めている。 

   評価方法：発言 ワークシート 

 

 

（３）本時で育成したい資質・能力の評価基準（達成した児童の姿） 

（４）学習の展開 

 学習活動 

・児童の思考の流れ学習スパイラル 

指導上の留意事項（・） 

（支援の具体的 UD） 

○評価規準 

（評価方法） 

導

入 

１ 問題提示    課題の設定 
  
 
 
 
 
 
２ 気付きの交流   情報の収集 

整理・分析 
 

 
 
 
 
 
 

 
４ 解決への見通し立て 

情報の収集 
整理・分析 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
・前時で立式した 80×2.3の計算の仕
方を考えさせる。 

 
 

 
 
 
 
・今まで学習した問題とどこが違うか
考えさせることで，課題を明確にす
る。  

 
 
 
 
 
・だいたい何円になるか見積もりをさ
せるときに 0.1ｍをもとにして考え
る数直線図を使い，視覚的にとらえ
やすくさせる。 

・数直線を基に，答えは 80×２より
大きく，80×３より小さいことを確
認させる。 

・2.3を 10倍するとよいという考え
が出てきたら，23ｍ分の代金を求め
る数直線図を提示する。 

・「0.1ｍの値段を求める」「2.3ｍを
10倍して考える」といった考え方
の見通しを持たせる。 

 
 
 

 
 
 
 

資質・能力 評価基準（達成した児童の姿） 

思考力・ 

判断力・ 

表現力等 

Ａ 整数×小数の計算の仕方を，小数の構成や乗法の性質に着目して整数の計算に

帰着して考え，説明している。 

Ｂ 整数×小数の計算の仕方を，小数の構成や乗法の性質に着目して整数の計算に

帰着して考えている。 

Ｃ 課題を解決することができない。 

１m のねだんが 80 円のリボ

ンを 2.3m 買いました。代金

はいくらですか。 

・2.3が整数になれば計算で
きるのに・・・ 

・今まではかける数は整数だ
った。 

・数直線を使うと求められそ
う。 

・2.3を 10倍すると整数にな

る。 

・0.1ｍの値段が分かればよ

い。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ めあての作成  課題の設定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展

開 

６ 個の学び     情報の収集 
整理・分析 

○整数×小数の計算の仕方
を，数直線を用いて考え
る。 

 
 
７ 集団解決 
【グループでの学び】 
○数直線を指し示しながら自

分の考えを説明する。 
【全員での学び】 
○図や式，言葉，数直線を使
って，どのように考えたか
説明する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○２つの考えの共通しているとこ
ろを考える。 

 
 
８ 学習課題のまとめ 

まとめ・創造・表現 
       
 
９ 適応問題 
 
  
 
 

・一人一人に２パターンの数直線図が
かかれたワークシートを配り，図を
もとにして考えられるようにする。 

・４年生の時に学習した小数×整数の
計算の仕方を想起するよう助言す
る。 

 
 

・乗数を 10倍すると，積も 10倍にな
るという乗法の性質を，数直線や式
と関連づけるようにする。 

 
・自分の考えを説明することに抵抗が
ある児童には，「まず，どのような
考えを使ったのか」「次にどうする
のか」など段階を区切って何人かの
児童で説明させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・0.1ｍの何個分かという単位に着目
した考えも，乗法の性質に着目した
考えも，どちらも整数だけの計算に
して答えを求めたことをまとめる。 

 
 
 
 
・本時で学習した方法を用いて数直線
を使って考え，答えを求めさせる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○整数×小数の計算
の仕方を，小数の
構成や乗法の性質
に着目して整数の
計算に帰着して考
え，説明してい
る。（行動観察・ノ
ート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○整数×小数の計算
の仕方を，既習の
計算や数直線を用
いて考え，答えを

めあて  小数をかける計算のしかたを考えよう。 

hike 

や 

 

 

まとめ  小数をかける計算は，整数の計算でできるように考えると，答えを求められる。 

・0.1ｍの値段を求めて 23倍し
ます。 

 80÷10＝８となり，0.1ｍの
値段は８円です。 

 2.3ｍは 0.1ｍの 23倍なの
で，８×23になります。 

 80÷10×23＝184 
・23ｍの代金を求めて 10でわ
ります。 

 80×23＝1840となり，23ｍ
分の代金は，1840円です。
23ｍ分を 10でわると 2.3ｍ
分になります。 

 80×23÷10＝184 

問いの設定の工夫 

実物のテープを用意して提示し，

課題解決への意欲を持たせる。ま

た，解決への見通し立ての段階で２

パターンの数直線を提示すること

で，数直線図を使えば考えやすくな

ることに気付かせ，課題を設定す

る。 

１mの重さが 180kgのホース

があります。このホース 1.6m

の重さは何 gですか。 



 

 求めている。（ノ
ート・発表） 

ま
と
め 

10 振り返り 

           振り返り 
・本時の学習をノートに振り返らせ
る。 

 

 

９ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

サラダ作りの準備をしよう！ 

5/14 小数のかけ算 

                     

                

 

 

 

 

   
  

 

○め  小数をかける計算のしかたを考えよう。 ○ま  小数をかける計算は，整数の

計算でできるように考えると，

答えを求められる。 

○問  

○気  

○れ  

・式は 80×2.3 になる。 

・2.3 が整数になればいい 

・2.3 を 10 倍すると整数になる 

・0.1m のねだんを求める 

 

１m のねだんが 80 円の

リボンを 2.3m 買いまし

た。代金はいくらです

か。 

0.1m のねだんを求める 2.3 を 10 倍する 

0.1m のねだんを求める 2.3 を 10 倍する 

式 80÷10＝８ 

  8×23＝184 

       184 円 

式 80×23＝1840 

  1840÷10＝184 

       184 円 

どちらの考えも 

整数だけの計算にしている。 

１m の重さが 180kg のホース

があります。このホース 1.6m

の重さは何 g ですか。 

式 1.6×10＝16 

180×16＝2880 

  1880÷10＝288 

288g 

 


